かなり直訳調なのでおかしな部分があるかもしれません。適当に直して使用してください。　　　

　　　　How Short Is Too Short?

・治療しなければ、成長ホルモンが欠乏する子供は下垂体性小人症(遅い成長、低い身長、そしてある場合は始まらない思春期)を経験するだろう。バイオテクノロジーの出現より前の1980年代、これらの子供の治療は信じられないぐらい難しく高価だった。欠乏を治療するために必要な成長ホルモンは死体の下垂体から得なければならなかった。一般的に治療は非常に成功したにもかかわらず、死体の成長ホルモンの使用は少数の治癒した人間にクロイツフェルト・ヤコブ病を起こした。

・バイオテクノロジーのおかげで、細菌が現在では人成長ホルモンを合成できる。これらの細菌は彼ら(細菌)の遺伝情報に挿入された成長ホルモンの遺伝子を持っている。この作り変えられた細菌は研究室で育ち、そして無限の量の成長ホルモンを作る。成長ホルモンが不十分な子供はこの成長ホルモンによって、より安全で安価に治療できるようになった。組み換え成長ホルモンはまたターナー症候群として知られる染色体の欠乏のような他の障害の治療に使用される。成長ホルモンによるゆっくりとした、または反対の加齢の過程が可能となったようだ。

・いくつかの、特に美容的な理由で、成長ホルモンの欠乏によらない低身長の子供の治療を取り巻く議論がある。不幸なことに、米国人は高さに取り付かれている。低身長の子供はしばしば同級生からいじめられる。低身長な人は仕事で差別されていることを示すデータがある。同等の教育と経験で、彼らの給料は高身長の同僚よりもしばしば低い。多くの低身長の人々は、平均から平均以上の身長の人よりも大きな自尊心の問題があると知らせている。成長ホルモンによる治療は、これらの問題の解決策になるかもしれない。

・しかしながら成長ホルモンの供給は見たことろ制限があり、治療費は依然として高価である(しかし、死体の成長ホルモンよりはかなり安いが)年間の治療費は13000ドルから30000ドルの範囲である。多くの保険会社はこれらの費用を取り扱っていない。もっと大きな問題は、よく知られていない成長ホルモン補充療法の潜在的な副作用である。その上成長ホルモン療法が低身長児の最終的な背の高さの重大な増加という結果となるかどうかは不明である。

